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『
お
も
ろ
さ
う
し
』
の
係
り
結
び

博
士
前
期
課
程
一
年
間
宮
厚
司

　
琉
球
の
古
文
献
『
お
も
ろ
さ
う
し
』
に
日
本
古
典
語
の
係
り
結
び
と
類
似
し

た
現
象
が
あ
る
こ
と
は
、
伊
波
普
猷
の
「
琉
球
語
の
掛
結
に
就
い
て
」
で
既
に

指
摘
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
そ
の
係
り
結
び
の
現
象
を
秩
序
立
て
て
整
理
分

類
し
、
日
本
古
典
語
の
係
り
結
び
と
比
較
対
照
し
、
体
系
的
に
ま
と
め
あ
げ
た

研
究
は
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
私
は
、
『
校
本
お
も
ろ
さ
う
し
』
を
用
い
て
調
査

を
行
な
い
次
の
よ
う
な
結
果
を
得
た
。
以
下
、
箇
条
書
き
に
て
記
し
て
み
る
。

ω
　
結
び
を
連
体
形
に
し
、
文
を
強
調
す
る
日
本
古
典
語
助
詞
「
ぞ
」
に
相
当

　
す
る
助
詞
は
、
『
お
も
ろ
さ
う
し
』
に
は
表
記
上
、
「
と
」
「
ど
」
「
る
」
「
ろ
」

　
と
四
種
類
（
こ
れ
ら
を
一
括
す
る
場
合
は
山
と
書
く
）
あ
る
。

　
〈
実
際
の
音
価
〉
「
と
」
「
ど
」
は
〔
」
巳
、
「
る
」
「
ろ
」
は
〔
ユ
ロ
〕
の
転
化

　
し
た
音
〔
「
口
〕
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
〈
用
法
V
曲
の
結
び
に
視
点
を
置
い
て
分
類
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

　
　
④
「
体
言
（
B
）
u
、

㊥θ㊦◎
了了了了
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d
　
体
言
（
A
）
」
（
B
ナ
リ
、
A
ハ
）

動
詞
連
体
形
」

　
　
　
　
　
よ

動
詞
連
用
形
＋
居
る
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ

：
形
容
詞
語
幹
＋
し
や
（
造
名
詞
接
尾
辞
）
＋
有
る
」

　
　
　
　
　
　
　
あ

・
形
容
詞
連
用
形
＋
有
る
」

　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ラ
　
ナ
リ

　
④
は
、
「
体
言
（
A
）
、
体
言
（
B
）
伽
」
と
い
う
順
直
な
表
現
の
倒
置
に
よ

る
強
調
表
現
で
あ
る
。
こ
の
場
合
の
面
は
、
『
萬
葉
集
』
の
「
う
ま
し
国
そ
あ

き
つ
島
大
和
の
国
は
」
の
「
そ
」
と
同
様
、
強
く
指
示
・
指
定
す
る
意
を
表
わ

す
。
◎
は
、
④
の
表
現
形
式
が
発
展
し
た
用
法
で
、
体
言
の
資
格
を
持
つ
連
体

形
が
由
の
結
び
と
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
ま
で
は
日
本
語
の
係
り
結
び
が
歩
ん
で

来
た
道
と
軌
を
一
に
す
る
。
と
こ
ろ
が
◎
は
、
由
の
結
び
に
補
助
動
詞
の
連
体

　
　
よ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ

形
「
居
る
」
が
来
て
い
る
。
「
居
る
」
は
ラ
変
型
活
用
な
の
で
、
終
止
形
は
「
居

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ

り
」
で
連
体
形
と
活
用
上
の
区
別
が
明
瞭
と
な
る
。
そ
れ
は
㊥
㊥
の
「
有
る
」

を
活
用
し
た
形
容
詞
の
結
び
の
場
合
も
同
じ
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
琉
球
方
言
で

は
、
現
在
も
係
り
結
び
の
語
法
を
忠
実
に
保
ち
続
け
て
い
る
。

②
　
結
び
を
已
然
形
に
し
、
文
を
強
調
す
る
日
本
古
典
語
助
詞
「
こ
そ
」
に
当

　
た
る
助
詞
は
、
『
お
も
ろ
さ
う
し
』
に
「
す
」
「
し
ゆ
」
「
し
よ
」
「
じ
よ
」

　
「
ち
よ
」
「
ち
よ
」
と
表
記
上
六
種
類
（
一
括
す
る
時
は
鱒
と
書
く
）
あ
る
。

　
〈
実
際
の
音
価
〉
本
来
の
形
は
、
〔
ω
巳
で
あ
る
。
た
だ
し
、
先
行
母
音
が

　
ー
の
場
合
に
は
、
〔
ω
」
¢
〕
V
〔
㈱
冒
〕
と
口
蓋
化
を
起
こ
し
て
い
る
。

　
〈
用
法
〉
「
韻
↓
已
然
形
」
は
、
上
接
語
を
特
示
強
調
す
る
単
純
強
調
で
あ

　
る
。
な
お
、
『
お
も
ろ
さ
う
し
』
に
見
ら
れ
る
「
鋤
↓
已
然
形
」
の
係
り
結

　
び
は
、
現
代
琉
球
方
言
で
は
既
に
消
滅
し
て
お
り
、
観
察
は
不
可
能
で
あ
る
。

㈹
　
　
「
由
↓
連
体
形
」
と
「
㎝
↓
已
然
形
」
の
表
現
上
の
違
い
に
つ
い
て
。

　
　
由
を
用
い
た
表
現
は
、
事
柄
を
客
観
的
に
捉
え
て
論
理
的
に
強
調
す
る
例

　
が
多
数
を
占
め
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
㎝
を
用
い
た
表
現
は
、
事
態
を
主
観

　
的
に
捉
え
、
㎝
の
上
に
来
る
も
の
を
選
り
す
ぐ
っ
て
感
情
的
に
強
調
す
る
場

　
合
が
多
い
。
そ
し
て
こ
の
事
実
は
、
日
本
古
典
語
の
「
ぞ
」
．
が
事
柄
を
論
理

　
的
に
、
「
こ
そ
」
が
感
情
的
に
強
調
す
る
場
合
に
用
い
ら
れ
る
と
い
う
一
般

　
的
な
傾
向
と
相
応
じ
て
い
る
の
で
あ
る
。
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